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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】メタデータを優先順位付けする方法および装置
を提供する。
【解決手段】オーディオまたはビデオデータに関連付け
られたメタデータ項目を優先順位付けするために、メタ
データ項目を、メタデータリポジトリから、または入力
を介して取り出す（１０）。分析ユニットは、複数の優
先順位付け方法のうちの１つを使用して、メタデータ項
目の優先順位値を決定する（１３）。記憶ユニットが、
次いで、優先順位値を優先順位テーブルに記憶し（１４
）、優先順位テーブルをメタデータテーブルで参照する
（１５）。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデータ項目を優先順位付けする方
法であって、
　メタデータ項目を取り出すステップ（１０）と、
　複数の優先順位付け方法のうちの１つを使用して、前記メタデータ項目の優先順位値を
決定するステップ（１３）と、
　前記優先順位値を優先順位テーブルに記憶するステップ（１４）と、
　前記優先順位テーブルをメタデータテーブルで参照するステップ（１５）と、
　を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記使用された優先順位付け方法に関する情報を含む優先順位詳細テーブルのエントリ
を生成するステップ（１６）をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記優先順位詳細テーブルはデフォルト優先順位値を含む、請求項１または２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記優先順位詳細テーブルはユーザ定義された優先順位値を含む、請求項１または２に
記載の方法。
【請求項５】
　オーディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデータ項目を優先順位付けする装
置（２０）であって、
　メタデータ項目を、メタデータリポジトリ（２２）から、または入力（２１）を介して
取り出す（１０）メタデータコレクタまたは抽出器（２３）と、
　複数の優先順位付け方法のうちの１つを使用して、前記メタデータ項目の優先順位値を
決定する（１３）分析ユニット（２４）と、
　前記優先順位値を優先順位テーブルに記憶し（１４）、前記優先順位テーブルをメタデ
ータテーブルで参照する（１５）記憶ユニット（２５）と、
　を備えた、前記装置（２０）。
【請求項６】
　前記分析ユニット（２４）は、前記使用された優先順位付け方法に関する情報を含む優
先順位詳細テーブルのエントリを生成する（１６）ように適合される、請求項５に記載の
装置（２０）。
【請求項７】
　前記優先順位詳細テーブルはデフォルト優先順位値を含む、請求項５または６に記載の
装置（２０）。
【請求項８】
　前記優先順位詳細テーブルはユーザ定義された優先順位値を含む、請求項５または６に
記載の装置（２０）。
【請求項９】
　オーディオまたはビデオデータに注釈を付ける方法であって、
　オーディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデータ項目のセットをメタデータ
リポジトリ（４２）から取り出す（３０）ステップと、
　前記取り出した（３０）メタデータ項目のセットの前記メタデータ項目に対する優先順
位値を決定するステップ（３１）と、
　メタデータ項目のサブセットを、前記取り出した（３０）メタデータ項目のセットから
、前記決定した（３１）優先順位値に基づいて決定するステップ（３２）と、
　前記オーディオまたはビデオデータの少なくとも一部と、前記メタデータ項目のサブセ
ットとをユーザに提示するステップ（３３）と、
　前記提示した（３３）メタデータ項目のサブセットの１つまたは複数のメタデータ項目
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または優先順位値を修正するユーザ入力を受け取るステップ（３４）と、
　前記修正された１つまたは複数のメタデータ項目または優先順位値を記憶するステップ
（３５）と、
　を含む、前記方法。
【請求項１０】
　前記メタデータ項目に対する前記優先順位値は、優先順位テーブルを前記メタデータリ
ポジトリ（４２）から取り出すことによって決定される（３１）、請求項９に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記メタデータ項目に対する前記優先順位値は、複数の優先順位付け方法のうちの１つ
を使用して決定される（３１）、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　オーディオまたはビデオデータに注釈を付ける装置（４０）であって、
　オーディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデータ項目のセットをメタデータ
リポジトリ（４２）から取り出す（３０）メタデータコレクタまたは抽出器（４１）と、
　前記取り出した（３０）メタデータ項目のセットの前記メタデータ項目に対する優先順
位値を決定し（３１）、メタデータ項目のサブセットを、前記取り出した（３０）メタデ
ータ項目のセットから、前記決定した（３１）優先順位値に基づいて決定する（３２）、
分析ユニット（４３）と、
　前記オーディオまたはビデオデータの少なくとも一部と、前記メタデータ項目のサブセ
ットとをユーザに提示する（３３）、ディスプレイ（４４）と、
　前記提示した（３３）メタデータ項目のサブセットの１つまたは複数のメタデータ項目
または優先順位値を修正するユーザ入力を受け取る（３４）、ユーザインターフェース（
４５）と、
　前記修正された１つまたは複数のメタデータ項目または優先順位値を記憶する（３５）
、記憶ユニット（４６）と、
　を備えた、前記装置（４０）。
【請求項１３】
　前記メタデータ項目に対する前記優先順位値が、優先順位テーブルを前記メタデータリ
ポジトリ（４２）から取り出すことによって決定される（３１）、請求項１２に記載の装
置（４０）。
【請求項１４】
　前記メタデータ項目に対する前記優先順位値が、複数の優先順位付け方法のうちの１つ
を使用して決定される（３１）、請求項１２に記載の装置（４０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メタデータを優先順位付けする方法および装置に関し、より詳細には、オー
ディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデータを、優先順位変数の分析に基づい
て優先順位付けする方法および装置に関する。本発明はさらに、オーディオデータまたは
ビデオデータに注釈を付ける方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、莫大な量のデータがライブラリ、アーカイブ、およびデータベースにおいて利用
可能である。デジタル化およびメタデータ、すなわちデータについてのデータは、これら
のデータの使用を容易にしている。デジタル化またはコンテンツ分析の間、様々なメタデ
ータ抽出方法を使用して、これらのメタデータを抽出して内部メタデータリポジトリに格
納する。メタデータを用いて、内在するデータに効率的にアクセスすることができる。し
かし、メタデータを抽出するのに利用可能な方法の数の増加に応じて、リポジトリ内のメ
タデータの量が増大する。メタデータ量のこの膨大な増大により、データアクセスに関す
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る効率が幾分低下する。したがって、メタデータ品質をどのように向上させるかがますま
す重要となっている。デジタルオーディオおよびビデオコンテンツの量が日々増大するこ
とにより、デジタルフィルムおよびビデオアーカイブ内のコンテンツ管理システムにとっ
て新しい課題が課される。したがって、オーディオおよびビデオコンテンツに効率的にア
クセスして編集することができるオーサリングツールが必要となる。この問題に取り組む
ための一手法は、意味的にリンクされたメタデータを用いたオーディオおよびビデオファ
イルのコンテンツの説明、および膨大なデータセットの効率的な管理のための、このタイ
プのメタデータの使用である。コンテンツのブラウジング、あるいは特定のコンテンツの
検索および取り出しは、意味的にリンクされたメタデータを適用することにより、非常に
効率的に実現され得る。意味的にリンクされたメタデータは、一種の修飾されたメタデー
タである。また、同様のコンテンツに関する様々なタイプの推奨を、意味的にリンクされ
たメタデータを用いて実現することができる。
【０００３】
　それでもなお、意味的にリンクされたメタデータを用いても、オーディオまたはビデオ
ファイルに関連付けられたメタデータの全体量が、ある適用にとって多過ぎることがある
。例えば、ビデオファイルに関する意味注釈およびリンキング作業について、アーカイビ
ストは、提示されるメタデータの量を効率的に制限することができるツールを有すること
を好む。一例を示すと、顔検出アルゴリズムは、検出された顔がコンテンツの意味説明に
関してどの程度関連するかに関わらず、ビデオ中のすべての顔を検出する。典型的に、ニ
ュース番組では、検出された顔のうちのおよそ５％が、意味注釈およびリンキング作業に
関連する。したがって、関連する要素のみがグラフィカルユーザインターフェースでユー
ザに提示される場合、手動の意味注釈およびリンキングツールの効率およびユーザビリテ
ィが大きく向上することになる。そのようなツールの主な特徴は、したがって、ビデオデ
ータの意味説明に対する意味メタデータの推定関連性に関する意味メタデータの優先順位
付けである。
【０００４】
　特許文献１にメタデータを優先順位付けする解決策が提案されており、この解決策では
、優先順位の値は、独立に生成された意味メタデータの特定の特性を組み合わせることに
よって自動的に決定される。この解決策によれば、ビデオデータ項目に関連付けられたメ
タデータ項目の第１のセットのメタデータ項目の優先順位値を決定する方法において、メ
タデータ項目の第１のセットが第１のタイプであり、当該方法は、
　メタデータ項目の第１のセットを取り出すステップと、
　ビデオデータ項目に関連付けられたメタデータ項目の第２のセットを取り出すステップ
であって、メタデータ項目の第２のセットが、第１のタイプとは異なる第２のタイプであ
る、ステップと、
　メタデータ項目の第１のセットに関する複数の所定の優先順位変数のうちの１つまたは
複数を計算するステップであって、１つまたは複数の優先順位変数が、メタデータ項目の
第１のセットのメタデータ項目、およびメタデータ項目の第２のセットのメタデータ項目
から計算される、ステップと、
　１つまたは複数の優先順位変数の分析を実行するステップと、
　１つまたは複数の優先順位変数の分析の結果に基づいて、メタデータ項目の第１のセッ
トのメタデータ項目の優先順位値を決定するステップと、
を含む。
【０００５】
　メタデータを優先順位付けするために、優先順位変数が使用される。これらの優先順位
変数は、異なるタイプのメタデータおよび／またはそのメタデータのタイプ間の関係から
計算される。優先順位変数が決定されると、優先順位変数は分析されて、メタデータ項目
を異なるカテゴリ、例えば重要および非重要に自動的に分類する。各メタデータについて
の最終的な優先順位値はしたがって、フラグによって、すなわち本質的には整数値によっ
て表される。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】欧州特許出願第１１３０６７４７．４号明細書
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の目的は、優先順位付けされたメタデータの複雑な適用に適した、メタデータを
優先順位付けする改良型の解決策を提案することである。
【０００８】
　本発明によれば、オーディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデータ項目を優
先順位付けする方法は、
　メタデータ項目を取り出すステップと、
　複数の優先順位付け方法のうちの１つを使用して、メタデータ項目の優先順位値を決定
するステップと、
　優先順位値を優先順位テーブルに記憶するステップと、
　メタデータテーブルで優先順位テーブルを参照するステップと、
を含む。
【０００９】
　したがって、オーディオデータまたはビデオデータに関連付けられたメタデータ項目を
優先順位付けする装置は、
　メタデータリポジトリから、または入力を介してメタデータ項目を取り出すメタデータ
コレクタまたはメタデータ抽出器と、
　複数の優先順位付け方法のうちの１つを使用して、メタデータ項目の優先順位値を決定
する分析ユニットと、
　優先順位値を優先順位テーブルに記憶し、メタデータテーブルで優先順位テーブルを参
照する記憶ユニットと、
を備える。
【００１０】
　優先順位値としての単純な整数は、メタデータ優先順位付けに関する複雑なシナリオの
適用を制限することが判明している。したがって、本発明によれば、優先順位付け結果は
、優先順位テーブル、例えばＳＱＬデータベーステーブルによって表される。そのような
テーブルにより、ずっと複雑なメタデータ優先順位付け適用が可能となる。例えば、異な
るメタデータ優先順位付け方法を同一のメタデータ項目に対して適用することができ、そ
の結果、異なる優先順位値を得ることができる。先行技術において提案されるように単一
の優先順位値を使用することは、開発者が、メタデータ優先順位付けの処理段階において
得られる複数の結果から「最良の」優先順位値を選択することを必要とする。その結果、
メタデータ項目に関するすべての他の優先順位値が失われる。本発明による解決策は、決
定した優先順位値を全て将来の適用のために保存する。
【００１１】
　さらなる利点として、本発明による解決策は、優先順位値に関する追加の情報を記憶す
ることを可能にする。一例を示すと、追加の情報には、メタデータ項目に適用される優先
順位付け方法またはメタデータ項目に利用可能な優先順位値の総数、開発者またはユーザ
によって設定される好ましい優先順位値、好ましい優先順位値が元の値であるか、または
事後編集された値であるかに関する情報、などが含まれ得る。
【００１２】
　好ましくは、使用された優先順位付け方法に関する情報を含む優先順位詳細テーブルが
生成され、記憶される。これは、特定の優先順位値が実際にどのように決定されたかが記
録されるという利点を有する。
【００１３】
　本発明の別の態様によれば、オーディオまたはビデオデータに注釈を付ける方法は、
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　オーディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデータ項目のセットをメタデータ
リポジトリから取り出すステップと、
　取り出したメタデータ項目のセットのメタデータ項目に対する優先順位値を決定するス
テップと、
　決定された優先順位値に基づいて、取り出したメタデータ項目のセットからメタデータ
項目のサブセットを決定するステップと、
　オーディオまたはビデオデータの少なくとも一部と、メタデータ項目のサブセットとを
ユーザに提示するステップと、
　提示したメタデータ項目のサブセットの１つまたは複数のメタデータ項目または優先順
位値を修正するユーザ入力を受信するステップと、
　修正した１つまたは複数のメタデータ項目または優先順位値を記憶するステップと、
を含む。
【００１４】
　したがって、オーディオまたはビデオデータに注釈を付ける装置は、
　オーディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデータ項目のセットをメタデータ
リポジトリから取り出す、メタデータコレクタまたはメタデータ抽出器と、
　取り出したメタデータ項目のセットのメタデータ項目に対する優先順位値を決定し、決
定した優先順位値に基づいて、取り出したメタデータ項目のセットからメタデータ項目の
サブセットを決定する、分析ユニットと、
　オーディオまたはビデオデータの少なくとも一部と、メタデータ項目のサブセットとを
ユーザに提示するディスプレイと、
　提示したメタデータ項目のサブセットの１つまたは複数のメタデータ項目または優先順
位値を修正するユーザ入力を受信するユーザインターフェースと、
　修正した１つまたは複数のメタデータ項目または優先順位値を記憶する記憶ユニットと
、
を備える。
【００１５】
　この解決策は、メタデータ項目のサブセットのみが、ユーザに、例えば、ディスプレイ
グラフィカルユーザインターフェースにおいて提示されるという利点を有する。有利には
、このサブセットは、最も関連するメタデータ項目、すなわち最高の優先順位値を有する
メタデータ項目のみを含む。これにより、オーディオまたはビデオデータの手動の注釈付
けの効率が著しく向上する。優先順位値を決定するために、複数の優先順位付け方法のう
ちのいずれか１つが使用されるか、あるいは優先順位値を有する、以前に決定された優先
順位テーブルがメタデータリポジトリから取り出される。
【００１６】
　より良い理解のために、本発明は、以下の説明において図を参照してより詳細に説明さ
れる。本発明は、この例示的実施形態に限定されないこと、ならびに添付の特許請求の範
囲において定義される本発明の範囲から逸脱することなく、特定の特徴を適切に組み合わ
せ、かつ／または修正できることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】例示的メタデータ優先順位付け結果をセグメントテーブルの形態で示す図である
。
【図２】メタデータ項目の優先順位テーブルに対するポインタを含む、図１のセグメント
テーブルの修正を示す図である。
【図３】優先順位付けされたメタデータ項目の例示的優先順位テーブルを示す図である。
【図４】優先順位テーブル内の識別子によって参照される優先順位詳細テーブルを示す図
である。
【図５】本発明の一般的概念による方法を示す図である。
【図６】図５の方法を実行するように適合された装置を概略的に示す図である。
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【図７】優先順位付けされたメタデータを使用してオーディオデータまたはビデオデータ
に注釈を付ける方法を示す図である。
【図８】図７の方法を実行するように適合された装置を概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下では、本発明を、ビデオデータから抽出されたメタデータに関して説明する。もち
ろん、本発明は、このタイプのデータに限定されない。本発明を、同様に、オーディオデ
ータまたは他のタイプのデータ、例えばテキストデータに適用することができる。
【００１９】
　ビデオデータからの自動メタデータ抽出の間に、複数のタイプのメタデータが生成され
る。第１のタイプのメタデータは時間セグメント化メタデータであり、時間セグメント化
メタデータは、シーン、ショット、サブショットなどの検出に基づく。第２のタイプのメ
タデータは空間セグメント化メタデータであり、空間セグメント化メタデータは、例えば
顔検出または顔グループセグメント化によって、あるいはより一般的にはオブジェクト検
出によって得られる。別のタイプのメタデータは、コントラスト、輝度、シャープネス、
ブロッキングアーチファクトおよび圧縮アーチファクトについての情報、全体的品質、ま
たはノイズなどの品質メタデータである。欠陥メタデータ（ｉｍｐａｉｒｍｅｎｔ　ｍｅ
ｔａｄａｔａ）は、ドロップアウト、汚れ、スクラッチなどについての情報を与える。最
後に、意味メタデータはとりわけ、テキスト注釈、字幕、およびビデオデータのジャンル
を含む。高性能メタデータの適用を開発するために、これらのメタデータが優先順位付け
される（例えば、特許文献１参照）。
【００２０】
　セグメントテーブルの形態の例示的なメタデータ優先順位付け結果が、図１に図示され
ている。テーブルは、各セグメントについて、ＳｅｇｍｅｎｔＳｔａｒｔ値、Ｓｅｇｍｅ
ｎｔＥｎｄ値、およびＳｅｇｍｅｎｔＤｕｒａｔｉｏｎ値を含み、これらはそれぞれ、セ
グメントの開始時間、終了時間、および持続時間を示す。さらに、このテーブルは、各セ
グメントについて、ＳｅｇｍｅｎｔＰｒｉｏｒｉｔｙを含み、ＳｅｇｍｅｎｔＰｒｉｏｒ
ｉｔｙは、優先順位付けされたメタデータに対する優先順位値として使用されるフラグで
ある。
【００２１】
　メタデータ優先順位付けに関するより複雑なシナリオを可能にするために、本発明によ
れば、図１のセグメントテーブルは、図２に図示されるように修正される。Ｓｅｇｍｅｎ
ｔＰｒｉｏｒｉｔｙ値の定義は、整数から文字列に変更される。ＳｅｇｍｅｎｔＰｒｉｏ
ｒｉｔｙの文字列値は、現在のメタデータの関連する優先順位テーブルに対するポインタ
を含む。
【００２２】
　優先順位付けされたメタデータ項目の例示的な優先順位テーブルが、図３に図示されて
いる。優先順位テーブルは複数の要素または属性を含む。　
　　１．ＵＵＩＤ：このフィールドは、メタデータ優先順位付け処理エントリの汎用一意
識別子を含む。　
　　２．ＮｕｍｂｅｒＯｆＭｅｔｈｏｄｓ：このフィールドは、メタデータ優先順位付け
処理のために使用される方法の総数を含む。　
　　３．ＭｅｔｈｏｄｓＴｒａｃｋｉｎｇ：このフィールドは、優先順位詳細テーブル内
の関係するＴｒａｃｋｉｎｇＩＤフィールドを指し示すトラッキング識別子を含む。　
　　４．ＤｅｆａｕｌｔＰｒｉｏｒｉｔｙ：このフィールドは、優先順位詳細テーブル内
の関連するＵＵＩＤエントリを指し示す識別子を含む。この属性は、開発者がデフォルト
優先順位の使用を設定することを可能にする。　
　　５．ＵｓｅｒＰｒｉｏｒｉｔｙ：このフィールドは、優先順位詳細テーブル内の関連
するＵＵＩＤエントリを指し示す識別子を含む。この属性は、ユーザの好ましい優先順位
の使用をユーザが設定することを可能にする。
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【００２３】
　前述の優先順位詳細テーブルが図４に例示されている。優先順位詳細テーブルは、好ま
しくは、以下の要素または属性を含む。　
　　１．ＵＵＩＤ：このフィールドは、各優先順位付け処理エントリの汎用一意識別子を
含む。　
　　２．ＴｒａｃｋｉｎｇＩＤ：このエントリは、現在のメタデータ項目に適用されたす
べての処理方法をグループ化する。　
　　３．ＵｓｅｄＡｌｇｏｒｉｔｈｍ：この識別子は、ＵｓｅｄＡｌｇｏｒｉｔｈｍテー
ブルを指し示し、該ＵｓｅｄＡｌｇｏｒｉｔｈｍテーブルは、処理方法に関する詳細情報
を含む。　
　　４．ＰｒｏｃｅｓｓＴｙｐｅ：この属性は、優先順位付け処理エントリが元のエント
リであるか、それとも事後編集のエントリであるかを示す。　
　　５．ＰｒｉｏｒｉｔｙＶａｌｕｅ：このエントリは整数値として定義される。このエ
ントリは、優先順位付け処理エントリの優先順位値を含む。
【００２４】
　図５は、本発明の一般的概念にかかる方法を図示する。第１のステップ１０において、
メタデータを抽出または収集する。次のステップ１１において、メタデータ優先順位変数
を決定する。メタデータ優先順位変数は、メタデータタイプ内の特徴パラメータ、ならび
に異なるメタデータタイプ間の関係から決定される。これらのメタデータ優先順位変数に
基づいて、抽出または収集したメタデータは、クラスタ分析を用いて様々なクラスタに分
類される（１２）。次いで、メタデータが、クラスタ分析結果に基づいて優先順位付けさ
れる（１３）。最後に、優先順位付け結果は、１つまたは複数の優先順位テーブルに記憶
され（１４）、メタデータテーブルで参照される（１５）。まだ利用可能でない場合、１
つまたは複数の優先順位詳細テーブルのエントリも生成する（１６）。
【００２５】
　図６に、図５の方法を実行するように適合された装置２０を概略的に図示する。この装
置は、データ、例えばオーディオデータ、ビデオデータ、またはメタデータを受信する入
力部２１を有する。あるいはまた、データは、記憶装置２２、例えばハードディスクや取
外し可能記憶媒体の再生のための装置から提供されることもある。メタデータコレクタま
たは抽出器２３は、メタデータをデータから取り出す。メタデータは、データとともに既
に提供されているか、またはデータを分析することによって決定される。取り出されたメ
タデータは分析ユニット２４に提供され、分析ユニット２４は、メタデータ優先順位変数
に基づいてクラスタ分析を実行し、クラスタ分析結果に基づいてメタデータを優先順位付
けする。次いで、優先順位付け結果、すなわち優先順位テーブル、必要なポインタ、およ
び優先順位詳細テーブルのエントリをさらなる処理のために出力するか、または記憶ユニ
ット２５によってローカルに記憶する。もちろん、メタデータコレクタまたは抽出器２３
と分析ユニット２４を同様に単一の処理装置として組み合わせることができる。
【００２６】
　以下では、本発明にかかる解決策の適用シナリオを論じる。
【００２７】
　メタデータ項目に関する第１の優先順位値が生成されると、新しいエントリ、例えばＵ
ＵＩＤ「ｘｘ１」、ＴｒａｃｋｉｎｇＩＤ「ＵＵＩＤ－１２３」、ＰｒｏｃｅｓｓＴｙｐ
ｅ「ｏｒｉｇｉｎａｌ」．．．が図４の優先順位詳細テーブルに挿入される。続いて、新
しいエントリ、例えばＵＵＩＤ「ｘｘｘＡ」、ＮｕｍｂｅｒＯｆＭｅｔｈｏｄ「１」、Ｍ
ｅｔｈｏｄｓＴｒａｃｋｉｎｇ「ＵＵＩＤ－１２３」（すなわち、優先順位詳細テーブル
のＴｒａｃｋｉｎｇＩＤ値）．．．が図２の優先順位テーブルに作成される。最後に、識
別子文字列「ｘｘｘＡ」、すなわち優先順位テーブルからの関連するＵＵＩＤ値を、図２
のセグメントテーブルの要素ＳｅｇｍｅｎｔＰｒｉｏｒｉｔｙとして挿入する。
【００２８】
　次に、別のメタデータ優先順位付け方法を使用して、同一のメタデータ項目に関する新
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加される。新しいエントリ、例えばＵＵＩＤ「ｘｘ２」、ＴｒａｃｋｉｎｇＩＤ「ＵＵＩ
Ｄ－１２３」、ＰｒｏｃｅｓｓＴｙｐｅ「ｏｒｉｇｉｎａｌ」．．．が優先順位詳細テー
ブルに挿入される。ＴｒａｃｋｉｎｇＩＤ値は「ｘｘ１」に対するものと同一であるべき
であることに留意されたい。２つのエントリが同一のメタデータ項目を指すからである。
その後で、優先順位テーブル内のＵＵＩＤ「ｘｘｘＡ」下の既存のエントリが更新される
。主に、ＮｕｍｂｅｒＯｆＭｅｔｈｏｄフィールドには値「２」が設定される。Ｍｅｔｈ
ｏｄｓＴｒａｃｋｉｎｇ値「ＵＵＩＤ－１２３」は変わらないままである。また、セグメ
ントテーブル内の識別子文字列「ｘｘｘＡ」も変わらないままである。
【００２９】
　開発者は、デフォルト優先順位値を、優先順位詳細テーブル内の、例えば、ＵＵＩＤ「
ｘｘ３」の下で設定することができる。優先順位詳細テーブル内の対応するＰｒｏｃｅｓ
ｓＴｙｐｅは、値「ｐｏｓｔ－ｅｄｉｔ」を有する。優先順位テーブルはそれに応じて更
新される。ＮｕｍｂｅｒＯｆＭｅｔｈｏｄフィールドおよびＤｅｆａｕｌｔＰｒｉｏｒｉ
ｔｙフィールドには値「３」および「ｘｘ３」がそれぞれ設定され、ここで「ｘｘ３」は
、優先順位詳細テーブル内の関連するＵＵＩＤ値である。
【００３０】
　また、ユーザは、ユーザの好ましい優先順位値を、優先順位詳細テーブル内の、例えば
ＵＵＩＤ「ｘｘ４」の下で設定することができる。優先順位詳細テーブル内の対応するＰ
ｒｏｃｅｓｓＴｙｐｅは、値「ｐｏｓｔ－ｅｄｉｔ」を有する。優先順位テーブルがそれ
に応じて更新される。ＮｕｍｂｅｒＯｆＭｅｔｈｏｄフィールドおよびＵｓｅｒＰｒｉｏ
ｒｉｔｙフィールドには値「４」および「ｘｘ４」がそれぞれ設定され、ここで「ｘｘ４
」は、優先順位詳細テーブル内の関連するＵＵＩＤ値である。
【００３１】
　図７は、優先順位付けされたメタデータを使用してオーディオまたはビデオデータに注
釈を付ける方法の流れ図を示す。オーディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデ
ータ項目のセットを、メタデータリポジトリ４２から取り出す（３０）。次いで、メタデ
ータ項目のセットのメタデータ項目に対する優先順位値を、例えば、複数の優先順位付け
方法のうちの１つを使用して、またはメタデータリポジトリ４２から優先順位テーブルを
取り出すことによって決定する（３１）。決定した（３１）優先順位値に基づいて、メタ
データ項目のサブセットをメタデータ項目のセットから決定する（３２）。このメタデー
タ項目のサブセットと、オーディオまたはビデオデータの少なくとも一部とをユーザに提
示する（３３）。ユーザ入力を受信すると、提示した（３３）メタデータ項目のサブセッ
トの１つまたは複数のメタデータ項目または優先順位値を修正する（３４）。最後に、修
正した１つまたは複数のメタデータ項目または優先順位値を、例えばメタデータリポジト
リ４２に記憶する（３５）。
【００３２】
　図８は、図７の方法を実行するように適合された装置４０を概略的に図示する。装置４
０は、オーディオまたはビデオデータに関連付けられたメタデータ項目のセットをメタデ
ータリポジトリ４２から取り出す（３０）、メタデータコレクタまたは抽出器４１を備え
る。分析ユニット４３は、取り出した（３０）メタデータ項目のセットのメタデータ項目
の優先順位値を決定し（３１）、メタデータ項目のサブセットを、取り出した（３０）メ
タデータ項目のセットから、決定した（３１）優先順位値に基づいて決定する（３２）よ
うに適合される。装置４０はさらに、オーディオまたはビデオデータの少なくとも一部と
、メタデータ項目のサブセットとをユーザに提示する（３３）ディスプレイ４４と、提示
した（３３）メタデータ項目のサブセットの１つまたは複数のメタデータ項目または優先
順位値を修正するユーザ入力を受け取る（３４）ユーザインターフェース４５とを備える
。修正された１つまたは複数のメタデータ項目または優先順位値を記憶する（３５）ため
に、装置４０は記憶ユニット４６を備える。
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